
＊
＊
＊

《
問
題
Ⅰ
》   

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴
行数
7
行
目
誤
ど
の
主
君

正
そ
の
（
こ
の
）
主
君

⑵
行数
9
行
目
誤
仕
え
る
こ
と
が
、

正
仕
え
る
こ
と
で
、

⑶
行数
16
行
目
誤
だ
か
ら

正
と
こ
ろ
が
（
し
か
し
、
で
も
）

⑷
行数
5
行
目
誤
概
念
が
、
希
薄
で

正
概
念
が
希
薄
で
、

第
二
問

第
二
段
落
：
江
戸
時
代
を
想
起

第
三
段
落
：
明
治
に
な
っ
て
西

第
四
段
落
：
近
代
が
も
た
ら
し

■
配
点
　
第
一
問
　
各
5
点
　
　

　
　
　
　
第
二
問
　
第
二
段
落
：
6
点

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
・
第
四
段
落
：
各
7
点

◆
解
説

第
一
問

⑴
　
直
前
の
「
た
と
え
主
君
が
間
違
っ
て
い
た
と

し
て
も
」
の
「
主
君
」
を
指
し
て
い
る
の
で
、

「
ど
の
」
で
は
な
く
、「
そ
の
」。

⑵
　「
主
君
に
仕
え
る
こ
と
は
自
分
が
属
す
る
集

団
に
仕
え
る
こ
と
が
、
そ
れ
は
疑
う
余
地
の
な

い
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。」
と
い
う
一
文
で
す

が
、「
主
君
に
仕
え
る
こ
と
」
＝
「
集
団
に
仕

え
る
こ
と
」
で
話
が
切
れ
る
の
で
、
主
格
の

「
が
」
で
は
な
く
、
接
続
助
詞
の
「
で
」
が
適

切
。

⑶
　
接
続
語
の
前
が
「
集
団
の
束
縛
か
ら
解
放
し
、

自
由
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
プ
ラ
ス

の
面
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
接
続
語
の
後
で
、

「
途
方
に
く
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
マ
イ

ナ
ス
の
面
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
順
接

の
「
だ
か
ら
」
で
は
な
く
、
逆
接
の
「
と
こ
ろ

が
」。

⑷
　「
江
戸
時
代
は
ま
だ
国
家
と
い
う
概
念
が
、

希
薄
で
武
士
階
級
の
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
家
や

藩
と
い
う
集
団
に
帰
属
し
て
い
ま
し
た
。」
の

一
文
を
ど
こ
で
意
味
的
に
切
る
の
か
と
い
う
と
、

「
希
薄
で
」
の
後
。
こ
れ
は
、「
概
念
が
〜
希
薄

で
」「
人
間
は
〜
帰
属
し
て
い
ま
し
た
」
と
い

う
二
つ
の
主
語
と
述
語
の
関
係
か
ら
明
ら
か
で

す
。

第
二
問第

一
段
落
は
、
近
代
的
自
我
と
い
う
話
題
の
提

示
。「
江
戸
時
代
を
想
起
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

か
ら
が
第
二
段
落
で
、
江
戸
時
代
に
は
個
人
と
集

団
と
の
区
別
が
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
第
三
段
落
で
は
、
明
治
以
降
は
集
団
か
ら

個
人
を
分
離
す
る
自
我
が
芽
生
え
た
こ
と
、
第
四

段
落
で
は
、
当
時
の
人
が
孤
独
を
抱
え
込
ん
だ
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅱ
》   

論
理
的
読
解
力
A �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問
　
そ
れ
は
人
び

第
二
問
　
⑴
　
イ
　
　
⑵
　
オ
　
　
⑶
　
ア

　
　
　
　
⑷
　
エ
　
　
⑸
　
ウ

第
三
問
　
A
　
イ
　
　
B
　
エ
　
　
C
　
ア

　
　
　
　
D
　
オ
　
　
E
　
ウ
　

第
四
問
　
さ
て
突
然
何

第
五
問
　
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
る
聴
衆
が
息
を
殺

し
て
、
身
動
き
一
つ
し
な
い
状
態
。

■
配
点
　
第
一
問
　
5
点
　
　
　
第
二
問
　
各
2
点

　
　
　
　
第
三
問
　
各
2
点
　
　
第
四
問
　
5
点

　
　
　
　
第
五
問
　
10
点

◆
解
説

第
一
問欠

落
文
中
の
指
示
語
の
「
こ
ん
な
」
に
注
目
。

幼
児
期
の
「
こ
ん
な
悪
戯
」
に
あ
た
る
行
為
は
、

「
人
び
と
の
喧け
ん

噪そ
う

の
な
か
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
き
、

両
方
の
耳
に
指
で
栓
を
し
て
そ
れ
を
開
け
た
り
閉

じ
た
り
す
る
」
こ
と
で
す
。
解
答
の
一
文
の
「
そ

れ
」
は
欠
落
文
の
内
容
を
指
し
て
い
る
の
で
、
こ

こ
が
該
当
箇
所
で
す
。

第
二
問

⑴
　
直
前
に
「
一
小
節
も
聴
き
落
す
ま
い
と
し
な

が
ら
聴
き
続
け
て
」
と
あ
る
か
ら
、
イ
「
没

入
」。

⑵
　
直
前
に
「
何
の
批
評
を
す
る
で
も
な
く
黙
り

合
っ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
「
孤
独
」。

⑶
　「
私
」
が
音
楽
に
感
動
し
て
、
そ
の
世
界
に

浸
っ
て
い
る
と
き
に
、
軽
は
ず
み
な
口
笛
を
聞

い
た
の
だ
か
ら
、
私
の
心
が
ア
「
嫌
悪
」
に
変

わ
っ
た
と
わ
か
り
ま
す
。

⑷
　
演
奏
会
が
終
わ
っ
た
後
の
「
私
」
の
気
持
ち

な
の
で
、
エ
「
寂せ
き

寥り
ょ
う

」。

⑸
　
直
前
の
「
威
厳
に
充
ち
た
姿
」
が
、
直
後
の

「
あ
え
な
く
そ
の
場
に
仆た
お

れ
て
し
ま
っ
た
」
の

だ
か
ら
、
ウ
「
萎
縮
」。

第
三
問

A
　
イ
の
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
が
、
直
前
の

「
人
び
と
は
誰
も
～
気
が
つ
か
な
い
」
に
当
た

り
ま
す
。

B
　
エ
の
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
が
、
B
直
前
の
、

夢
の
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
。

C
　
直
後
に
「
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
夢
の
よ

う
だ
っ
た
」
と
あ
る
か
ら
、
ア
。

D
　
直
前
の
「
太
い
首
を
持
っ
た
背
広
服
」
が
、

オ
の
「
音
楽
好
き
で
名
高
い
侯
爵
」。

E
　
直
前
で
「
言
い
よ
う
も
な
い
憂
鬱
を
感
じ
な

が
ら
」
と
あ
る
の
で
、
ウ
。

第
四
問「

そ
う
か
と
思
う
と
私
の
耳
は
不
意
に
音
楽
を

離
れ
て
、
息
を
凝
ら
し
て
聴
き
入
っ
て
い
る
会
場

の
空
気
に
触
れ
た
り
し
た
。」
の
「
そ
う
」
は

「
演
奏
者
の
意
思
か
ら
も
鳴
り
響
い
て
い
る
音
楽

か
ら
も
遊
離
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
」
な

の
で
、
直
前
の
「
さ
て
突
然
何
を
思
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。」
が
余
分
な
一
文
。

第
五
問「

石
化
」
に
つ
い
て
、「
人
び
と
は
一
斉
に
息
を

殺
し
て
そ
の
微
妙
な
音
に
絶
え
入
っ
て
い
た
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。「
絶
え
入
る
」
は
本
来
「
死

ぬ
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
、「
音
に
絶
え
入
る
」

と
い
う
の
は
比
喩
を
用
い
た
表
現
で
す
。
具
体
的

な
言
葉
に
置
き
換
え
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅲ
》   

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴
　
私
の
姉
に
は
か
に
と
え
び
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
。

⑵
　
幼
児
に
漢
字
の
読
み
を
覚
え
さ
せ
る
の
は
効

果
的
だ
。

第
二
問

⑴
　
国
民
に
は
公
的
な
機
関
か
ら
情
報
を
得
る
権

利
が
あ
る
。

　
　（
公
的
な
機
関
か
ら
情
報
を
得
る
権
利
が
国

民
に
は
あ
る
。）

⑵
　
マ
ス
コ
ミ
に
は
国
政
の
動
向
を
報
道
す
る
役

割
が
あ
る
。

　
　（
国
政
の
動
向
を
報
道
す
る
役
割
が
マ
ス
コ

ミ
に
は
あ
る
。）

測
　 

　
　
定
　 

　
　
す
　
　 

　
る
　 

　
　
能
　 

　
　
力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力
A

論
理
的
読
解
力
B

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
る
力
。

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
後
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
を
論
理
的
に
読
む

力
。

趣
旨
を
的
確
に
把
握
す
る

力
。
小
説
な
ど
を
客
観
的

に
読
む
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定
　
レ
ベ
ル
10
　
　
2
0
1
9
年
度
　
第
3
回 

解
答
と
解
説



第
三
問

⑴
　�

僕
と
君
と
は
一
蓮
托
生
だ
。

（
君
と
僕
と
は
一
蓮
托
生
だ
。）

⑵
　
君
の
発
言
は
い
つ
も
大
言
壮
語
だ
。

第
四
問
　
有
能

第
五
問
　
民
衆

■
配
点
　
第
一
問
　
各
4
点
　
　
第
二
問
　
各
4
点

　
　
　
　
第
三
問
　
各
4
点
　
　
第
四
問
　
8
点

　
　
　
　
第
五
問
　
8
点

◆
解
説

第
一
問

⑴
　「
ア
レ
ル
ギ
ー
が
」
が
主
語
で
、「
あ
る
」
が

述
語
、「
私
の
」
→
「
姉
に
は
」
→
「
あ
る
」、

「
か
に
と
」
→
「
え
び
の
」
→
「
ア
レ
ル
ギ
ー

が
」
→
「
あ
る
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵
　「
覚
え
さ
せ
る
の
は
」
が
主
語
で
、「
効
果
的

だ
」
が
述
語
。「
幼
児
に
」
→
「
覚
え
さ
せ
る
」、

「
漢
字
の
」
→
「
読
み
を
」
→
「
覚
え
さ
せ
る
」

と
つ
な
が
り
ま
す
。

第
二
問
　

⑴
　
不
要
な
言
葉
は
、「
与
え
る
」、「
政
治
を
」。

⑵
　
不
要
な
言
葉
は
、「
マ
ス
コ
ミ
か
ら
」、「
勢

力
を
」。

第
三
問

⑴
　「
一
蓮
托
生
」
と
い
う
四
字
熟
語
を
発
見
で

き
た
か
ど
う
か
。

⑵
　「
大
言
壮
語
」
と
い
う
四
字
熟
語
を
発
見
で

き
た
か
ど
う
か
。

第
四
問「

そ
れ
は
見
当
違
い
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
か

ら
、
無
能
な
部
下
の
話
題
と
反
対
の
内
容
が
あ
と

に
来
る
と
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
空
所
直
後
の
理

由
を
表
す
文
か
ら
、「
有
能
」
な
部
下
を
持
つ
こ

と
を
述
べ
た
文
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

第
五
問空

所
直
前
の
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
は
世
の
大

勢
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
間
違
い
で
す
。
そ

う
し
た
間
違
い
を
公
言
す
る
こ
と
を
、
民
衆
に
異

を
唱
え
る
こ
と
と
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅳ
》   

論
理
的
読
解
力
B �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問
　
慣
れ
た
る
こ

第
二
問
　

⑴
　
絶
え
ず
人
に
こ
び
へ
つ
ら
い
、
従
順
に
振
る

舞
う
習
慣
。

⑵
　
独
立
の
精
神
が
な
い
た
め
。

第
三
問
　
支
配
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
民
衆
が
あ

え
て
無
知
で
従
順
に
な
る
よ
う
な
政
策
を
と
っ
た

か
ら
。

第
四
問
　
⑴
　
ウ
　
　
⑵
　
オ
　
　
⑶
　
ア

　
　
　
　
⑷
　
イ
　
　
⑸
　
エ

第
五
問
　
⒜
　
オ
　
　
⒝
　
イ
　
　
⒞
　
エ

　
　
　
　
⒟
　
ア
　
　
⒠
　
ウ

■
配
点
　
第
一
問
　
4
点

　
　
　
　
第
二
問
　
各
4
点

　
　
　
　
第
三
問
　
8
点
　
　
第
四
問
　
各
2
点

　
　
　
　
第
五
問
　
各
2
点

◆
解
説

第
一
問欠

落
文
の
「
こ
の
こ
と
」
の
指
示
内
容
が
、
冒

頭
か
ら
「
腰
を
屈
す
る
の
み
」
ま
で
。
さ
ら
に
、

「
習
い
性
と
な
る
」
を
受
け
て
、「
慣
れ
た
る
こ
と

は
容
易
に
改
め
難
き
も
の
な
り
」
と
続
く
。

第
二
問

⑴
　
指
示
内
容
が
「
常
に
人
を
恐
れ
〜
腰
を
屈
す

る
の
み
」
ま
で
な
の
で
、
こ
の
箇
所
を
自
分
の

言
葉
で
簡
潔
に
答
え
る
こ
と
。

⑵
　
冒
頭
に
「
独
立
の
気
力
な
き
者
は
」
と
あ
る
。

第
三
問幕

府
の
政
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
昔

鎖
国
の
世
に
〜
役
人
の
得
意
と
な
せ
し
こ
と
」
ま

で
。
そ
れ
を
受
け
て
、「
今
、
外
国
と
交
わ
る
の

日
に
至
り
て
は
こ
れ
が
た
め
大
な
る
弊
害
あ
り
。」

と
あ
る
。

第
四
問す

べ
て
副
詞
の
問
題
。
接
続
語
と
し
て
用
い
ら

れ
る
副
詞
が
「
す
な
わ
ち
」「
た
と
え
ば
」、
修
飾

語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
「
実
に
」「
し
だ
い

に
」。

⑴
　
直
後
の
「
慣
れ
」
を
修
飾
す
る
の
で
「
し
だ

い
に
」。
へ
つ
ら
う
こ
と
に
徐
々
に
慣
れ
る
と

い
う
こ
と
。

⑵
　
直
後
の
文
は
「
慣
れ
た
る
こ
と
は
容
易
に
改

め
難
き
も
の
な
り
」
の
例
示
な
の
で
、「
た
と

え
ば
」。

⑶
　
前
の
流
れ
を
受
け
た
上
で
、
よ
り
一
層
便
利

だ
と
い
う
意
味
な
の
で
、「
か
え
っ
て
」。

⑷
　「
馬
鹿
ら
し
き
よ
う
」
を
修
飾
す
る
副
詞
な

の
で
、「
実
に
」。

⑸
　
直
前
の
「
こ
れ
」
＝
直
後
の
文
と
い
う
関
係

な
の
で
、「
す
な
わ
ち
」。

第
五
問

⒜
　「
鉄
面
皮
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
う
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

⒝
　
従
順
な
人
を
例
え
た
の
だ
か
ら
、「
犬
」。

⒞
　
自
分
で
も
の
を
考
え
ず
に
、
ひ
た
す
ら
幕
府

の
言
い
な
り
に
な
る
よ
う
な
民
を
作
っ
た
の
だ

か
ら
、「
無
知
」。

⒟
　
直
前
の
「
蒸
気
船
の
速
さ
に
驚
き
」
か
ら
、

「
落
と
し
た
」
の
は
、「
肝
」。
本
文
の
末
尾
辺

り
に
も
「
肝
を
ぬ
か
る
」
と
い
う
表
現
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

⒠
　
直
前
に
「
内
に
居
て
独
立
を
得
ざ
る
者
は
外

に
あ
り
て
も
」
と
、「
も
」
を
使
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
内
と
同
じ
よ
う
に
、
外
で
も
「
独

立
」
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅴ
》   

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答
例

第
一
問高

度
経
済
成
長
期
に
は
、
3
C
の
よ
う
に
新
し

く
便
利
な
物
が
次
々
に
登
場
し
、
そ
れ
ら
を
所
有

す
る
こ
と
が
豊
か
な
暮
ら
し
に
直
結
し
た
た
め
、

「
物
の
豊
か
さ
」
が
幸
せ
の
一
つ
の
指
標
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
安
定
成
長
期
に
入
り
、

そ
う
し
た
便
利
な
も
の
が
普
及
し
物
質
的
に
満
た

さ
れ
た
こ
と
で
、
徐
々
に
「
心
の
豊
か
さ
」
を
重

視
す
る
人
が
増
え
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
問イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
情
報
が
あ
ふ

れ
、
価
値
観
の
多
様
化
が
進
ん
だ
結
果
、
不
要
な

物
を
処
分
す
る
断
捨
離
が
流
行
す
る
な
ど
、
物
に

執
着
し
な
い
簡
素
な
暮
ら
し
を
好
む
人
も
増
え
て

き
た
こ
と
。
ま
た
、
消
費
活
動
に
お
い
て
も
、
単

に
物
を
購
入
す
る
モ
ノ
消
費
よ
り
、
思
い
出
作
り

や
他
者
と
の
共
有
、
経
験
を
重
視
す
る
コ
ト
消
費

に
人
々
の
関
心
が
移
っ
て
い
る
こ
と
。

■
配
点
　
第
一
問
　
20
点
　
　
第
二
問
　
20
点

◆
解
説本

問
は
、
あ
く
ま
で
論
理
的
表
現
力
を
試
す
も

の
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
条
件
を
も
と
に
筋
の

通
っ
た
文
を
作
成
で
き
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

第
一
問

�

　【
使
用
す
る
言
葉
】
を
ヒ
ン
ト
に
論
述
し
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
期
は
、
3
C
の
よ
う
に
新
し
い
も

の
が
次
々
に
登
場
し
、
物
を
持
つ
こ
と
が
豊
か
な

暮
ら
し
や
幸
せ
に
直
結
し
た
時
代
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
安
定
成
長
期
に
入
り
、
そ
う
し
た
便
利
な

物
が
万
人
に
普
及
し
た
結
果
、
物
よ
り
も
心
の
豊

か
さ
を
求
め
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

第
二
問

�

　【
使
用
す
る
言
葉
】
か
ら
、
記
述
す
る
内
容
を

考
え
ま
す
。
ま
ず
「
断
捨
離
」
は
、
物
に
執
着
せ

ず
、
不
要
な
物
を
処
分
し
て
シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し

を
追
求
す
る
も
の
で
、
最
近
で
は
多
く
の
人
に
支

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
に
物
を
買
う
「
モ

ノ
消
費
」
よ
り
、
友
人
や
家
族
と
の
思
い
出
作
り

な
ど
、
経
験
に
対
し
て
対
価
を
払
う
「
コ
ト
消

費
」
が
増
え
て
い
る
の
も
、
心
の
豊
か
さ
を
重
視

す
る
時
代
の
一
面
を
表
す
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
う
し
た
新
し
い
価
値
観
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」
の
普
及
に
よ
っ
て
様
々
な
情
報
が
行
き

交
い
、
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
た
こ
と
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。


